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題 字 
植 木 満 

初代東進会会長 

 

発行所 
 

土浦一高東進会 
 

茨城県立土浦一高  

進修同窓会東京支部 

発行人 

東進会会長 大野 金一 

  

 土浦一高 弦楽部の演奏 [撮影  昭 33 年卒 沼里征二氏] 

■特別講演 

演題 アイルランドの「ケルト文化」と日本 

   ―ユーラシア世界の二つの極みへ― 

講師 多摩美術大学芸術学部教授 鶴岡真弓氏（昭４６年卒） 

■平成２１年度総会・懇親会開催                                             

   土浦一高弦楽部の演奏                                      

   土浦一高応援指導部の演技 

   ラテンダンスデモンストレーション  

 

■総会懇親会出席者名簿 

■東進会の思い出 

   元代表幹事   芳尾 敬一氏（昭２８年卒） 

■半了のささやき（第８回） 「一笑一若」 

■謳粋会に参加して  

■出身中学校別生徒数 



平成２１年（２００９年）９月２０日 第３８号        （２） 

 

 

                

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
「ケ
ル
ト
文
化
」と
日
本 

 

―
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
の
二
つ
の
極
み
へ
― 

 
 ■

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
「ケ
ル
ト
文
化
」と
は 

「
英
語
の
ウ
ィ
ス
キ
ー
の
語
源
は
、
ケ
ル
ト
語

の
水
（ウ
シ
ケ
）で
す
」。 

せ
ん
な
話
題
を
枕
詞
と
し
て
私
は
、
「
世
界

の
中
の
日
本
」を
考
え
る
為
、
「ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

ケ
ル
ト
文
化
」に
つ
い
て
、
お
話
す
る
機
会
を
頂

き
ま
し
た
。 

せ
も
せ
も
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」
や
「
ケ
ル
ト
文

化
」
と
い
っ
て
も
、
馴
染
み
の
薄
い
方
々
も
お
い

で
だ
っ
た
か
も
知
れ
ま
す
ん
が
、
実
は
戦
前
日

本
で
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
（「愛
蘭
土
」）は
、
独
特

の
文
学
や
芸
術
で
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
小
さ

な
島
国
で
あ
り
な
が
ら
、
英
国
の
植
民
地
支
配

か
ら
独
立
も
果
た
し
ま
し
た
。 

私
た
ち
日
本
人
が
よ
く
知
っ
て
い
る
著
名
人

も
大
勢
輩
出
さ
れ
、
明
治
時
代
に
来
日
し
て

「
耳
な
し
芳
一
」等
の
怪
談
を
書
い
た
「
小
泉
八

雲
（ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・ハ
ー
ン
）」や
、
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
大
統
領
と
な
っ
た
「Ｊ
・Ｆ
ケ
ネ
デ
ィ
」、
女

優
か
ら
モ
ナ
コ
王
妃
と
な
っ
た
「グ
レ
ー
ス
・ケ
リ

ー
」
、
「
騎
兵
隊
」
な
ど
沢
山
の
西
部
劇
映
画
の

巨
匠
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ド
監
督
な
ど
が
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
人
で
あ
る
と
言
え
ば
、
な
る
ほ
ど
、
と
、
お

わ
か
り
い
た
だ
け
る
か
も
知
れ
ま
す
ん
。 

で
は
今
日
せ
の
小
さ
な
島
国
の
文
化
が
注
目

さ
れ
る
の
は
、
な
ず
で
し
ょ
う
か
。
せ
れ
は
日
本

と
同
じ
よ
う
に
、
せ
こ
が
「ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
」の

極
み
の
位
置
を
占
め
る
、
「古
層
」の
文
明
を
伝

え
て
き
た
国
で
あ
る
か
ら
で
す
。
「
ケ
ル
ト
文

明
」は
ロ
ー
マ
文
明
よ
り
も
古
く
、
二
七
〇
〇
年

以
上
前
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
欧
オ
ー
ス
ト
リ
ア
辺

り
を
故
郷
と
し
て
生
ま
れ
、
各
地
に
広
が
り
ま

し
た
。
せ
の
今
日
に
お
け
る
ケ
ル
ト
の
伝
統
の

守
り
手
の
一
つ
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
あ
る
わ
け

で
す
。 

一
九
九
〇
年
代
以
降
経
済
発
展
を
遂
げ
、

「
ケ
ル
ト
の
虎
」
と
ま
で
呼
ば
れ
た
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
は
、
サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
で
は
ど
ん
な
大

敵
に
も
素
手
で
立
ち
向
か
っ
て
い
く
気
骨
。
小

国
で
も
、
き
ら
り
と
光
る
表
現
力
や
技
で
、
抜

き
ん
出
る
才
能
を
輩
出
し
て
き
た
の
で
す
。
現

代
の
癒
し
系
音
楽
家
「
エ
ン
ヤ
」
さ
ん
は
、
最
も

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
で
す
。 

■
歌
姫
エ
ン
ヤ
さ
ん
と
映
画
で
共
演 

私
は
早
稲
田
大
学
大
学
院
を
修
了
後
、
ロ
ー

タ
リ
ー
財
団
奨
学
生
と
し
て
、
ダ
ブ
リ
ン
大
学

で
「
ケ
ル
ト
文
明
と
芸
術
」
を
研
究
し
ま
し
た
。

「芸
術
」と
は
狭
い
「美
」を
扱
う
も
の
で
は
な
く
、

人
類
・人
間
の
営
み
の
底
に
流
れ
る
「思
い
＝
理

想
や
希
望
）」を
、
人
間
が
い
か
に
「か
た
ち
に
し

て
表
し
て
き
た
か
」
と
い
う
、
ひ
と
つ
の
壮
大
な

「文
明
論
」な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
で
発
見
さ
す
ら
れ
ま
し
た
。 

せ
の
後
、
八
九
年
に
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し

冷
戦
時
代
が
終
わ
る
と
、
い
ま
ま
で
大
国
の
陰

で
目
立
た
な
い
存
在
だ
っ
た
「民
族
的
伝
統
」が
、

魅
力
あ
る
も
の
と
し
て
世
界
中
に
噴
き
出
し
て

来
ま
し
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
「ケ
ル
ト
文
化
」も

せ
の
ひ
と
つ
で
し
た
。
ア
ン
グ
ロ
＝
サ
ク
ソ
ン
文

化
で
あ
る
英
国
の
Ｂ
Ｂ
Ｃ
放
送
で
さ
え
、
八
六

年
に
「ケ
ル
ト
人
」と
い
う
文
化
番
組
が
制
作
し
、

エ
ン
ヤ
の
歌
声
が
全
編
に
流
れ
ま
し
た
。 

私
は
せ
の
こ
ろ
処
女
作
『ケ
ル
ト 

装
飾
的
思

考
』
（
一
九
八
九
年
・
筑
摩
書
房
）
と
い
う
本
を

書
き
、
せ
れ
が
偶
然
に
も
ケ
ル
ト
音
楽
や
文
化

の
ブ
レ
イ
ク
と
同
時
期
で
し
た
。
偶
然
が
重
な

り
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ケ
ル
ト
文
化
を
紹
介
す
る

映
画
で
エ
ン
ヤ
さ
ん
と
共
演
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『地
球
交
響

曲
・第
一
番
』（龍
村
仁
監
督
）で
す
。 

真
冬
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
北
西
部
の
沿
岸
の

村
、
エ
ン
ヤ
さ
ん
の
故
郷
で
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し

た
と
き
、
彼
女
が
は
っ
き
り
と
「私
は
現
代
の
ケ

ル
ト
の
音
楽
家
で
す
」
と
、
言
っ
た
言
葉
が
今
で

も
忘
れ
ら
れ
ま
す
ん
。
小
さ
い
時
に
祖
父
か
ら
、

こ
の
海
岸
を
歩
き
な
が
ら
、
あ
る
い
は
暖
炉
の

せ
ば
で
聴
い
た
、
「ケ
ル
ト
の
神
話
や
伝
説
」が
、

曲
づ
く
り
の
大
き
な
宝
と
な
っ
て
い
る
、
と
い
う

も
の
で
し
た
。
こ
の
映
画
は
『ガ
イ
ア
・シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
』
と
も
呼
ば
れ
、
い
ま
で
も
全
国
で
上
演
さ

れ
、
六
五
万
人
が
観
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

全
編
に
癒
さ
れ
る
エ
ン
ヤ
さ
ん
の
音
楽
が
流
れ

て
い
ま
す
。 

エ
ン
ヤ
さ
ん
の
音
楽
を
聴
く
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

西
洋
に
も
、
自
然
を
征
服
す
る
の
で
は
な
く
、

自
然
と
一
体
と
な
る
情
感
を
も
つ
文
化
が
「
ケ

ル
ト
」と
い
う
古
層
に
は
あ
っ
た
こ
と
を
教
え
ら

れ
ま
す
。 

■ 

「ケ
ル
ト
文
化
」と
「日
本
文
化
」 こ

の
二
十
年

間
ほ
ど
私
は

「
ケ
ル
ト
の
文

明
と
芸
術
」
を

わ
が
国
に
紹

介
す
る
仕
事

を
、
出
版
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
「
人
間
大
学
」

等
を
通
し
て
さ
す
て
頂
い
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

京
都
の
立
命
館
大
学
文
学
部
で
十
年
間
教
鞭

を
と
ら
す
て
い
た
だ
き
（
現
在
・
多
摩
美
術
大

学
・
教
授
）
、
「
日
本
」
の
芸
術
や
文
明
が
、
ユ
ー

ラ
シ
ア
世
界
の
諸
文
明
と
向
き
合
っ
て
き
た
こ

と
を
、
考
え
る
き
か
っ
け
も
頂
け
ま
し
た
。  

ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
の
「
西
の
き
わ
み
＝
ケ
ル

ト
」と
「東
の
き
わ
み
＝
日
本
」は
重
要
な
両
極

と
し
て
、
互
い
に
向
き
合
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

せ
の
地
理
上
の
貴
重
な
位
置
に
あ
っ
て
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
の
人
々
の
よ
う
に
日
本
人
も
自
国
の
文

化
・文
明
に
よ
り
誇
り
を
も
っ
て
、
世
界
に
ア
ピ

ー
ル
す
る
方
途
を
み
つ
け
て
ゆ
く
べ
き
だ
と
、

強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

せ
れ
は
歴
史
と
現
在
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

人
々
か
ら
教
え
ら
れ
た
と
同
時
に
、
十
代
の
多

感
な
時
期
に
「世
界
の
中
の
日
本
」の
見
方
を
教

え
て
下
さ
っ
た
土
浦
一
高
の
恩
師
や
諸
先
輩
の

お
陰
と
深
謝
し
て
い
ま
す
。 

21 年度総会 

特 別 講 演 

鶴岡 真弓 
高校 23 回卒 

（昭和 46 年） 
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平成２１年度総会・懇親会が盛大に開催されました。 

６月１４日（日）    学士会館 

  

 
 

 

 

撮影  昭和３３年卒 沼里征二氏 

土浦一高 弦楽部の演奏 弦楽部演奏と応援指導部演技とのコラボレーション 

今回初参加のニューフェイス紹介 乾杯  茂在寅男氏（昭和６年旧制中学卒） 

総会の開会を待つ出席者 

真剣な面持ちの総会 
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                                  ラテンダンスデモンストレーション 

            サトウアキヒコダンススタジオ松下梨沙さん・福田洋平さんと会員の皆さん 
 

 

 

 

 

 

       

         応援指導部ＯＢのリードで校歌斉唱            笑顔あふれて談論風発 
 

 

 

 

 

 

              

            オール世代で記念撮影                        特別講師 鶴岡さんを囲んで 
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茂在 寅男(昭６) 片岡 弘安（昭１６） 大津 一郎 (昭２０) 大塚  保 (昭２０)  狩谷 孝雄 (昭２０) 栗栖 三男 (昭２０) 

坂井 祥司(昭２０) 酒寄 和郎(昭２０) 高野  孝(昭２０) 田中 和夫 (昭２０) 山口  進 (昭２０) 渡邉 光夫 (昭２０) 木島 幸夫 (昭２４) 

酒寄  恵行 (昭２４) 砂山 嘉幸(昭２４) 川村 博通 (昭２７) 坪井  洋 (昭２７) 池澤  卓(昭２８) 島田 直彦 (昭２８)   砂川 憲二(昭２８) 

塙  哲夫(昭２８) 芳尾 敬一(昭２８) 西川恵美子 (昭２９) 井坂  正 (昭３１) 色川 嘉一 (昭３１) 大野 金一(昭３１) 菊地  清(昭３１) 

五頭 隆治 (昭３１) 坂本 善之(昭３１) 高野 久弘 (昭３１) 田崎 秀男 (昭３１) 露木  修 (昭３１) 中村 信秀 (昭３１) 中本 青士(昭３１) 

沼尻 正信 (昭３１) 蓮  幸治 (昭３１) 水越 勝雄 (昭３１) 山田 晴康 (昭３１) 山本 嘉子 (昭３１) 渡辺  隆 (昭３１) 中島  進 (昭３１) 

阿部 尚光 (昭３２) 伊藤  實(昭３２)  服部 彧雄(昭３２)  助川 士朗(昭３２)   沼里 征二(昭３３)  小松崎 勇 (昭３４) 小松崎 清（昭３６） 

宮本 淳一（昭３６） 若山  宏（昭３６） 北川 正之（昭３７ 中村 孝雄（昭３７） 矢口 照雄（昭３７）   上野 健夫（３８） 中島 穣（昭３８） 

 

茨城県東京事務所 所長 

菊地 道雄 様 

土浦一高 校長 

市村  仁 様  

 

Syou 

進修同窓会 副会長 

山田 隆士 様  

 

Syou 

鶴岡 真弓（昭４６） 

来 
 

賓 

準

会

員 

会 
 

員 

特
別
講
演 

平成２１年度 

総会・懇親会 

出 席 者 名 簿 
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  野村 ルナ（昭３８）   雨貝 二郎（昭３９）  久保内 総子（昭３９）   山田 忠敬（昭３９） 
  池和田 暁（昭４０） 伊藤  勝（昭４０）   廣瀬 巳良（昭４０） 

  相澤 興二（昭４１）   今泉 房子(昭４１)   小野 利夫（昭４１）   高山  了 (昭４１)   長戸  琴 (昭４１)   仁平 典子 (昭４１)   初田 正雄 (昭４１) 

久松 信明 (昭４１) 安井 恵子(昭４１) 山岡 憲 (昭４１) 山村 章 (昭４１) 鳥羽田 良夫 (昭４２) 木村 繁夫 (昭４３) 鈴木  厚 (昭４３) 

常山 浄子 (昭４３) 寺沢 康世(昭４３) 中座 恒夫 (昭４３) 幕内 邦夫 (昭４３) 光永 研一 (昭４３) 宮崎 好廣 (昭４３) 岡崎 孝宣 (昭４４) 

逆井  誠 (昭４４) 永井  博(昭４４) 渡辺 良治(昭４４) 鈴木 良治 (昭４５) 平松 美恵子 (昭４５) 小野 幹夫（昭４６) 小山田 淳子 (昭４６) 

椎名 規子 (昭４６) 赤津 長弘 (昭４８) 君山 利男 (昭４８) 櫻井 克信 (昭４８) 柴原  至 (昭４８) 福田 淳一(昭４８) 吉田 正史(昭４８) 

内田 敬子(昭５０) 大城 尋彦(昭５０) 小野村 敏之昭５０) 加藤 祐司 (昭５０) 関口 洋一(昭５０) 高木 恒英 (昭５０) 鶴町 利地 (昭５０) 

花上 克宏 (昭５０) 藤田 加奈子(昭５０) 星川 美代子 (昭５０) 本澤 芳樹(昭５０) 神崎  博(昭５１) 櫻井 成一朗 (昭５５) 
 

酒井  学雄（昭５６）  

 

伊東  明彦（平５）   

 

五十嵐 朝青（平６）   

 

  白鳥  玲子（平６）     

 

緒方  浩一（平７） 

 

 

 

 

 

 

 

今回の出席者は、前回より１７名も多い１１９名の

方々に参加していただきました。大勢の皆様に参

加いただきありがとうございました。 

次回もよろしくお願いいたします。 
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半
了
の
さ
さ
や
き
（
第
８
回
） 

一
笑
一
若 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
山
寺 

半
了 

       

私
が
初
め
て
進
修
同
窓
会
に
出
席
し
た
の
は
確
か
昭
和

四
三
年
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

当
時
は
進
修
同
窓
会
東
京
支
部
総
会
と
称
し
、
支
部

長
は
久
保
田
芳
雄
氏
（
大
二
中
）
、
副
支
部
長
は
黒
田
武

重
氏
（
大
十
五
中
）
、
東
進
会
前
会
長
の
植
木
満
氏
（
昭
八

中
）
は
総
会
の
進
行
役
で
し
た
。 

会
場
は
原
宿
の
東
郷
会
館
で
比
較
的
広
い
ホ
ー
ル
だ
っ

た
と
覚
え
て
い
ま
す
。 

出
席
者
は
一
三
〇
名
位
で
全
員
旧
制
中
学
卒
業
の
先

輩
ば
か
り
で
、
そ
の
中
で
新
制
高
校
卒
業
者
は
私
一
人
で

し
た
。 

そ
の
後
久
保
田
氏
が
支
部
長
を
退
き
、
黒
田
氏
が
支

部
長
に
就
い
た
頃
、
植
木
氏
も
港
区
議
会
議
員
に
進
出
さ

れ
、
黒
田
氏
が
一
人
で
総
会
を
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

黒
田
氏
も
し
ば
ら
く
は
ご
自
分
の
会
社
の
社
員
を
動
員

す
る
な
ど
し
て
孤
軍
奮
闘
さ
れ
た
の
で
す
が
、
出
席
者
も

五
〇
名
を
切
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

昭
和
五
九
年
の
総
会
前
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
突
然
黒

田
氏
が
支
部
長
を
辞
め
る
と
黒
田
氏
の
会
社
の
社
員
で
も

あ
る
田
村
恒
氏
（
昭
三
一
高
）
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
咄
嗟
の

こ
と
で
同
期
の
山
田
明
君
と
準
備
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。 そ

れ
ま
で
は
総
会
の
準
備
費
用
は
有
志
の
寄
付
金
と
役

員
の
個
人
負
担
で
賄
わ
れ
て
き
た
よ
う
で
、
通
知
を
出
す

に
も
一
円
の
繰
越
金
も
あ
り
ま
す
ん
。
そ
こ
で
前
支
部
長

の
黒
田
氏
と
港
区
議
会
議
員
に
な
ら
れ
た
植
木
氏
の
顔

を
思
い
出
し
そ
れ
ぞ
れ
二
十
万
円
の
寄
付
を
お
願
い
し
総

会
通
知
の
発
送
費
用
に
充
て
ま
し
た
。 

 

会
場
は
既
に
予
約
し
て
あ
り
、
新
し
い
支
部
長
の
選
任
も

な
い
ま
ま
、
と
り
あ
え
ず
世
話
人
と
い
う
こ
と
で
山
田
君
の

名
で
総
会
開
催
の
通
知
を
発
送
し
ま
し
た
。 

 

事
情
を
知
ら
な
い
先
輩
方
か
ら
は
何
の
権
限
で
お
前
ら

が
総
会
を
開
く
の
か
。
と
の
異
議
な
ど
を
頂
戴
し
ま
し
た

が
、
そ
の
年
は
黒
田
氏
と
植
木
氏
の
了
解
の
も
と
で
開
催

し
た
も
の
と
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
総
会
の
終
了
後
、
田
村
氏
の
同
期
の
大
野
金
一
氏
、

坂
本
善
之
氏
に
加
わ
っ
て
も
ら
っ
て
当
時
港
区
議
会
議
員

で
お
忙
し
い
植
木
満
氏
に
支
部
長
就
任
を
お
願
い
に
行
き

ま
し
た
。
植
木
氏
は
進
修
同
窓
会
が
大
好
き
な
の
で
、
皆

で
協
力
し
て
以
前
に
も
増
し
て
盛
大
な
同
窓
会
を
作
り
ま

し
ょ
う
と
就
任
を
承
諾
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
の
活
動
ぶ
り
は
大
野
理
事
長
は
じ
め
皆
さ
ん
の

努
力
で
頼
も
し
く
感
じ
る
の
で
す
が
、
今
回
八
年
ぶ
り
に

参
加
さ
す
て
い
た
だ
い
て
、
会
計
報
告
の
前
期
繰
越
金
が

三
十
万
円
ほ
ど
し
か
な
い
無
い
の
を
見
て
私
が
黒
田
氏
か

ら
引
き
継
い
だ
と
き
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
理
事
長
や
役
員
の
個
人
的
負
担
が
大
き
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

土
浦
一
高
も
有
名
な
進
学
校
と
な
り
い
ず
れ
文
化
勲
章

や
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
も
ら
う
よ
う
な
人
が
出
て
こ
な
い
と
も
限

ら
な
い
。
東
進
会
と
し
て
も
相
応
し
い
お
祝
い
が
で
き
る
よ

う
な
財
政
状
態
を
作
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

    

      

半
了
の
さ
さ
や
き
も
4
年
目
か
ら
題
名
を
四
字
熟
語

に
し
、
前
回
第
一
弾
は
「
不
易
流
行
」
で
し
た
。
賢
明
な
東

進
会
の
皆
さ
ん
は
「
軽
薄
な
流
行
に
惑
わ
さ
れ
ず
自
分
の

価
値
観
や
軸
」
を
し
っ
か
り
と
お
持
ち
な
の
で
安
心
で
す
が
、

ど
こ
か
の
K

Y
首
相
、
漢
字
は
勿
論
、
空
気
も
読
め
ず
、

軸
も
ぶ
れ
っ
ぱ
な
し
。
で
も
解
散
権
だ
け
は
意
地
で
も
行

使
。
今
夏
も
実
質
選
挙
戦
が
始
ま
っ
て
い
る
の
に
「
年
寄
は

働
く
事
し
か
才
能
が
な
い
」
と
や
ら
か
し
民
主
党
を
喜
ば

す
て
い
ま
す
が
、 

オ
ウ
ン
ゴ
ー
ル
し
ち
ゃ
い
ま
す
ん
か
ね

（
笑
）
。 

今
回
第
二
弾
は
「
一
笑
一
若(

い
っ
し
ょ
う
い
ち
じ
ゃ
く)

」
。

中
国
で
は
「
一
怒
一
老
」
と
対
で
、
「
一
度
笑
う
と
そ
の
分

若
返
り
、
一
度
怒
る
と
そ
の
分
老
け
る
」
と
の
含
蓄
の
あ
る

言
葉
が
あ
る
そ
う
で
す
。 

昨
年
９
月
リ
ー
マ
ン
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
「
笑
い
欠
乏
症
」

が
派
遣
切
り
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
共
に
猛
威
を
振
る

っ
て
い
ま
す
。
今
夏
は
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
各
地
で
甚
大
な
被

害
。
お
盆
直
前
に
は
駿
河
湾
地
震
で
つ
い
に
東
名
高
速
も

一
部
崩
落
。
と
て
も
笑
え
る
状
況
で
は
な
い
。
8
月
電
撃

的
に
北
朝
鮮
を
訪
れ
た
ク
リ
ン
ト
ン
元
米
大
統
領
も
、
米

政
府
か
ら
「
笑
う
な
」
と
の
助
言
。
金
正
日
総
書
記
の
し
て

や
っ
た
り
の
満
面
の
笑
み
と
の
対
照
的
な
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
は

皆
さ
ん
の
記
憶
に
も
鮮
明
で
し
ょ
う
。
今
や
、
の
り
ピ
ー
の

様
に
、
覚
醒
剤
で
も
吸
わ
な
い
と
笑
え
な
い
の
か
な
あ
～
。 

で
も
ね
、
心
か
ら
楽
し
く
笑
う
と
、
自
分
に
も
周
囲
の
人

に
も
、
心
を
和
ま
す
元
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
よ
。
更
に

「
笑
い
」
は
心
の
み
な
ら
ず
、
「
脳
の
活
性
化
」
「
免
疫
力
の
強

化
＝
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
キ
ラ
ー
N

K
細
胞
の
活
性
化
」
「
運
動

能
力
の
向
上
」
に
ま
で
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
「
笑
い
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

ま
ず
は
、
「
楽
し
い
か
ら
笑
う
の
か
、
笑
う
か
ら
楽
し
い
の

か
？
」
ち
ゃ
ん
と
実
験
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
よ
。
脳
研
究

者
池
谷
裕
二
氏
に
よ
れ
ば
「
私
た
ち
は
と
も
す
る
と
、
好

悪
や
快
不
快
の
感
情
が
ま
ず
自
分
の
心
に
生
ま
れ
て
、
そ

れ
に
よ
っ
て
意
志
や
行
動
が
決
定
さ
れ
る
と
思
い
が
ち
だ

が
、
実
際
に
は
、
態
度
や
顔
の
表
情
に
よ
っ
て
感
情
が
左
右

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。
心
か
ら
体
で
は
な
く
、
体
か

ら
心
で
あ
る
」
。 

「
冗
談
じ
ゃ
な
い
。
最
近
俺
に
は
楽
し
い
事
な
ど
な
い
」
と

渋
面
で
つ
ぶ
や
い
た
貴
方
、
ご
心
配
な
く
。
心
か
ら
の
笑
顔

は
楽
し
か
っ
た
事
を
思
い
出
す
だ
け
で
も
効
果
が
あ
る
そ

う
で
す
よ
。
♪
俺
の
人
生
暗
か
っ
た
～
と
口
ず
さ
ん
だ
お
じ

さ
ん
、
作
り
笑
い
で
も
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
よ
。
但
し
作

り
笑
い
は
右
脳
で
考
え
る
の
で
、
顔
の
左
半
分
が
変
わ
る
。

本
物
の
笑
顔
は
左
右
対
称
。
そ
う
言
え
ば
最
近
A
首
相

の
顔
は
一
層
ひ
ん
曲
が
っ
て
き
た
な
～
。
「
俺
の
か
あ
ち
ゃ
ん
、

昔
ヨ
ン
様
に
う
っ
と
り
、
今
き
み
ま
ろ
で
爆
笑
」
と
お
嘆
き

の
旦
那
。
泣
い
て
も
N

K
細
胞
は
増
え
る
そ
う
で
す
よ
。

欲
張
っ
て
泣
い
て
笑
い
た
い
な
ら
喜
劇
映
画
に
限
る
。
渥
美

清
主
演
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
。
寅
さ
ん
は
惚
れ
て
振
ら
れ
て
ま

た
一
人
旅
。
後
継
映
画
「
釣
り
バ
カ
日
誌
」
も
今
年
で
終
了

と
か
。
愛
妻
家
で
趣
味
に
生
き
る
ハ
マ
ち
ゃ
ん
に
は
、
ご
同

輩
も
密
か
に
「
あ
ん
な
風
に
生
き
ら
れ
た
ら
」
と
憧
れ
て
い

ま
す
ん
か
。
そ
こ
で
今
回
の
さ
さ
や
き
。
「
笑
顔
は
万
能
の

力
。
笑
え
ば
息
災
、
周
囲
も
和
む
。
毎
日
を
笑
顔
で
生
き

ま
し
ょ
う
。
例
え
作
り
笑
い
で
も
。
」 

処
で
、
怒
り
は
動
物
の
情
、
笑
い
は
人
間
の
情
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
笑
い
は
人
間
の
誰
も
が
持
っ
て
い
る
自
然
の
能
力 
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で
す
。
新
生
児
で
既
に
微
笑
し
、
笑
顔
は
人
間
関
係
を

作
り
上
げ
る
原
初
的
な
力
。
し
か
も
生
涯
衰
え
る
事
は

な
い
。
し
か
し
、
８
歳
ま
で
狼
に
育
て
ら
れ
た
イ
ン
ド
の
女

児
カ
マ
ラ
は
、
二
足
歩
行
や
言
葉
は
で
き
て
も
１７
歳
で

亡
く
な
る
迄
、
笑
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
人
間
に
生

れ
て
も
、
笑
わ
な
か
っ
た
ら
笑
え
な
く
な
る
・
・
・
そ
れ
だ

け
笑
い
は
人
間
ら
し
い
前
向
き
な
感
情
、
神
か
ら
人
間
へ

の
最
高
の
贈
り
物
な
の
で
す
。 

 

最
後
に
。
８
月
は
総
選
挙
真
最
中
。
「
東
進
」
が
発
行

さ
れ
る
頃
に
は
結
果
が
出
て
い
る
の
で
し
ょ
う
が
、
果
た

し
て
最
後
に
笑
う
の
は
誰
で
し
ょ
う
？
民
主
党
？
自
民

党
？
そ
れ
と
も
官
僚
？
い
や
、
我
々
国
民
で
あ
っ
て
欲

し
い
も
の
で
す
ね
。
破
顔
一
笑
、
呵
々
大
笑
。 

  

        

 

六
月
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
第
百
三
十
回
謳
粋
会

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
第
百
二

十
回
記
念
の
会
に
参
加
し
た
と
は
い
え
、
実
質
的
に
今

回
が
初
参
加
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
事
前
の
連
絡
で
今
回
は
同
期
で
ひ
と
り
だ
け
の

参
加
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
自
分
が
最
も
若
輩
だ
ろ
う
と

予
想
さ
れ
、
正
直
な
と
こ
ろ
会
場
に
入
る
ま
で
は
少
な

か
ら
ぬ
緊
張
を
覚
え
て
お
り
ま
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
会
場
の
銀
座
『
が
ん
こ
』
B
２
階
に
着
い
て

襖
を
開
け
る
と
、
既
に
到
着
さ
れ
て
い
た
先
輩
方
か
ら

「
よ
く
来
た
!
」
「
偉
い
!
」
の
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
、

一
気
に
緊
張
が
解
け
る
と
同
時
に
、
会
場
に
充
満
し
て

い
る
熱
気
に
自
分
自
身
が
瞬
時
に
馴
染
ん
で
行
き
ま
し

た
。 

 

と
は
い
え
、
い
ざ
席
に
座
っ
て
み
る
と
周
り
を
ぐ
る
り

と
大
先
輩
に
囲
ま
れ
、
そ
の
上
、
成
り
行
き
か
ら
大
野

会
長
の
隣
に
座
ら
さ
れ
た
状
態
は
、
当
初
や
は
り
落
ち

着
か
な
い
心
持
が
し
て
い
ま
し
た
。 

 

た
だ
そ
れ
も
最
初
の
数
分
間
だ
け
。
ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
、

日
本
酒
を
２
種
類
、
３
種
類
と
飲
み
進
む
に
つ
れ
て
、
今

日
の
酒
の
感
想
か
ら
話
題
は
、
縦
横
無
尽
に
展
開
し
て

い
き
ま
す
。
そ
の
会
話
の
中
で
、
思
い
が
け
な
い
収
穫
も

多
々
あ
り
ま
し
た
。
（
例
え
ば
S
先
輩
は
中
学
の
先
輩

で
も
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
な
ど
）
。
予
期
し
て
い
た
と

お
り
出
席
者
は
全
て
先
輩
で
、
し
か
も
初
め
て
言
葉
を

交
わ
し
た
方
が
大
半
だ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
す
ぐ
に

気
兼
ね
な
く
会
話
に
加
わ
り
、
飲
み
且
つ
食
べ
な
が
ら

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
の
進
行
は
ま
さ
に
「
楽
し
い
時
間
は
す
ぐ
に
過

ぎ
る
」
の
と
お
り
で
、
ア
ッ
と
い
う
間
に
お
開
き
の
時
間

が
来
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
今
に
な
っ
て
思

い
返
す
と
酒
の
勢
い
と
心
易
さ
か
ら
、
つ
い
失
礼
な
言
動

も
あ
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
が
、
寛
大
な
先
輩
方
に
暖

か
く
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
わ
ざ
わ

ざ
初
参
加
者
と
し
て
自
己
紹
介
の
機
会
ま
で
与
え
て
い

た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
で
会
の
一
員
と
し
て

連
な
っ
て
い
る
と
い
う
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。 

 

謳
粋
会
は
年
次
を
超
越
し
て
、
居
心
地
の
よ
い
時
間

と
空
間
を
提
供
し
て
く
れ
る
（
厳
選
さ
れ
た
お
酒
と
料

理
は
言
わ
ず
も
が
な
）
会
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
し

た
次
第
で
す
。 

          

 
 
 

 

謳粋会からのお知らせ 
 このたび、謳粋会会長に若山宏氏

（昭３６年卒）が就任されました。氏に

は長らく会長代行として会の運営に

尽力されていましたが、９月の例会に

おいて正式に会長として推挙承認さ

れたものです。なお、前会長の篠田

康氏(昭 20 年卒)は、引き続き名誉会

長としてご活躍願うこととなりました。 

 

謳粋会へのお誘い 
毎月第２木曜日午後６時３０分を例会

としています。是非、ご参加ください。 

事務局  大野法律事務所 

       電話 ０３（３２４８）２５４０ 

       FAX ０３（３２４８）２５４４ 

メール ｐｉｎｏ＠ｏｒｆｉｌａｗｉｎｅ－ｏｆｆｉｃｅ 

ｋｉｔａｇａｗａ．ｃｏｍ 

校　名 所　在 校　名 所　在 校　名 所　在

土浦第一 文京町 34 取手第一 井野 7 桜 金田 7

土浦第二 東真鍋町 39 取手第二 寺田 4 竹園東 竹園 66

土浦第三 中村南 21 永山 下高井 6 並木 並木 41

土浦第四 中高津 52 戸頭 戸頭 3 吾妻 天久保 51

土浦第五 手野町 13 取手東 吉田 4 谷田部 谷田部 7

土浦第六 右籾 29 野々井 野々井 2 高山 下河原崎 3

都和 中貫 15 藤代 椚木 5 手代木 松代 41

新治 藤沢 5 藤代南 中田 9 谷田部東 東 55

石岡 東石岡 13 牛久第一 柏田町 13 筑波東 北条 9

府中 若松 6 牛久第二 久野町 2 筑波西 作谷 8

城南 高浜 12 牛久第三 城中町 26 豊里 高野 2

国府 総社 7 下根 下根 16 大穂 篠崎 2

八郷南 下青柳 4 牛久南 さくら台 16 茎崎 小茎 1

柿岡 柿岡 10 愛宕 本町 9 高崎 高崎 7

園部 山崎 2 御所ケ丘 御所ケ丘 5 小絹 絹の台 5

有明 小塙 5 けやき台 けやき台 3 伊奈 野深 4

愛宕 根町 2 江戸崎 江戸崎 7 伊奈東 南太田 2

城南 砂町 1 新利根 柴崎 1 谷和原 古川 3

長山 長山 32 桜川 下馬渡 2 小川南 小川 4

城西 川原代町 17 南 深谷 5 美野里 部室 5

中根台 中根台 21 北 下軽部 3 玉里 上玉里 2

城ノ内 城ノ内 10 千代田 上佐谷 12 友部 中央 2

美浦 受領 8 下稲吉 下稲吉 30 岩間 下柳 7

阿見 中央 9 東部 大串 1 32

朝日 荒川本郷 3 下妻 長塚 1 27

竹来 竹来 17 手代川 鎌庭 1 974
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本
誌
は
、
平
成
２

年
に
創
刊
さ
れ
、

ま
も
な
く
２０
周
年

を
迎
え
ま
す
が
、

今
回
は
第

３８

号

を

お

届

け

し
ま

す
。 

（
編
集
子
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